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あらまし：本研究では，教育現場で食育をより容易にかつ効果的に行うことを目的としたアプリケーショ

ン「ろぐみいる」の開発を行った．教育現場では食育を実施する上で，専門教諭の人材不足，食育に関す

る学習の時間不足，教員の負担など課題が山積している．そこで，本アプリケーションでは，食育を容易

にかつ効果的に実施することを志向し，味わいカード機能，キャラクター機能，カレンダー機能，コラム

機能，共有機能を搭載したアプリケーションを開発した．本アプリケーションを使用することで，効果的

な食育を継続的に実施し，健全な食習慣を形成する一助となることを目的としている．本稿では，本アプ

リケーションの概要と今後の展望について述べる． 
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1. はじめに 
近年，我が国では偏った栄養摂取や朝食欠食など

による食生活の乱れや肥満・痩身傾向といった子ど

もの健康を取り巻く問題が深刻化している．こうし

た現状を踏まえ，農林水産省は食育基本法(1)を制定

し，国民が生涯にわたって健全な心身を培い，豊か

な人間性を育むことを目的として，幼少期からの食

育に関する施策を総合的かつ計画的に推進している．

早渕らによる先行研究(2)では，「味覚の授業」が小学

生の食意識や食行動に変化をもたらしていることが

示されている．しかしながら，早渕らの先行研究に

おける「味覚の授業」の実施回数は 1回のみであっ
た．加えて，対象校が１校に限定されていたため，

教育効果の評価には課題が残されていた． 
このような背景のもと，食育の有効な手法の一つ

として，千葉県君津市立周西小学校教諭であり本研

究グループのメンバーでもある佐藤が考案した「味

わいカード」(3)がある．味わいカードには，口にした

食材について味の評価を記入する．記入方法は自由

記述形式で行い，視覚，嗅覚，触覚，味覚そして聴

覚の五感に分類してそれぞれに対して評価を行う．

周西小学校では，紙媒体の味わいカードを用いた食

育を行ったところ，給食の残菜の減少や家庭におけ

る間食の減少，さらに児童の適正体重への改善とい

った効果が現れた．そこで我々は，「味覚の授業」と

同様の効果を持つ食育方法の普及と教育効果の検証

を目的に，「味わいカード」をデジタル化したアプリ

ケーションを開発しより効果的なものに昇華させた． 
 

2. 開発したアプリケーションの概要 
本研究では，熊本市教育センター，千葉県君津市

立周西小学校のご協力のもと，アプリケーション「ろ

ぐみいる」を開発した．その利用対象は，前述の先

生方のご意見のもと，小学 4年生とした． 
本アプリケーションでは，給食の感想や写真を記

録する「味わいカード機能」，味わいカードの記録に

より成長する「キャラクター機能」，記録を見返す「カ

レンダー機能」，食に関する知識を閲覧する「コラム

機能」，教員に児童の記録を共有する「共有機能」の

5つを実装した．それらの実行画面例を図 1に示す． 
2.1 味わいカード機能 
味わいカードの入力画面では，給食に関する感想

と五感の各項目について詳細に記入することができ

る．給食の献立内容を写真として記録する機能も備

えている．なお，給食の献立は，手動入力はもちろ

んのこと，あらかじめ作成した QR コードを読み取

ることで入力が可能である． 
2.2 キャラクター機能 
味わいカードを継続して記入することで，キャラ

クターの経験値やポイントを獲得することが可能で

ある． 加えて，獲得したポイントを使用することで，

キャラクターの行動に変化をもたらすことができる． 
2.3 カレンダー機能 
記録がカレンダー形式で表示される．再編集した

い日を選択することで，変更を加えることもできる． 
2.4 コラム機能 
各日に更新される食に関するコラムを一覧形式で

閲覧することが可能である． 
2.5 共有機能 
児童が記録した給食の感想は，教育現場で使用さ 
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図 1 アプリケーション「ろぐみいる」の画面例 
 
れている授業支援アプリケーション（例えば，株式

会社 LoiLoのロイロノート・スクールなど）と連携

させることで，教員に児童の記録を共有することが

可能である．これにより，教員と児童とのコミュニ

ケーションや相互理解が促進され，個別最適化され

た給食指導の実現が期待される． 
 

3. 開発したアプリケーションの評価実験 
本研究は，我々の研究グループのメンバーである

佐藤が所属する千葉県君津市立周西小学校と熊本県

熊本市立龍田小学校，熊本県熊本市立城西小学校に

おいて，開発したアプリケーション「ろぐみいる」

を使用していただき，評価を行った．本アプリケー

ションを使用する前後に，食育に関するアンケート

に回答していただき，本アプリケーションが食育に

関する学習時間の不足や、教員の負担増といった教

育現場の課題を解決し，かつ児童の食への関心の向

上に寄与したのかを調査した． 
周西小学校では小学校 4 年生 54 名とその担任の

教員を対象に 10 日間アプリケーションを使用して

いただいた．「五感を通して味わって食べているか」

という質問では，「味わっている・少し味わっている」

と回答した児童の割合が，使用前は約 88％から使用

後は約 98%と 10 ポイントの上昇を確認できた． 
また，龍田小学校では小学校 4年生 103 名とその

担任の教員，城西小学校では小学校 4年生 105 名と

その担任の教員にご協力いただいた．五感を通して

給食を味わって食べることへの意識向上について，

アンケート結果をもとに有意水準 5%でマン・ホイ

ットニーのU検定を行なったところ有意差が認めら

れ，アプリケーション使用による効果が確認できた． 
さらに，周西小学校では，従前に紙媒体で味わい

カードを実施していた実績がある．そのため，紙媒

体の味わいカードと今回開発したデジタル化された

味わいカードを比較するためのアンケート調査を実

施した．「紙媒体の味わいカードと比較してアプリケ

ーションはより楽しかったか」という質問に対して，

「楽しかった・少し楽しかった」と回答した児童は

100%であった． 
以上のことから，本アプリケーションは専門教諭

の人材不足や食育に関する学習時間の不足といった

教育現場の課題解決の一助となり，かつ児童への効

果的な食育活動の実現に寄与するアプリケーション

であることが示唆された． 
一方で，本アプリケーションの使用により，児童

の給食を食べる時間が減少し，その結果完食率が低

下したケースも一部確認された．また，教員へのア

ンケートでは，「アプリの設定がとても難しい」とい

う意見がみられた．また，「先生は給食が楽しいか」

という質問に対して，実験前は「楽しい・少し楽し

い」という回答であったものが，実験後は「どちら

とも言えない・あまり楽しくない」という回答に変

化していた．その理由としては，指導が主な業務と

なり，給食を楽しんだり味わったりする余裕がない

ことが挙げられた． 
今回の実験では，児童に対し効果的な食育活動を

実施することができた．しかしながら，アプリケー

ションの利用の困難さが起因し，教育現場に立つ教

員の負担がかえって増加する傾向が確認できた．ま

た，継続的な食育活動を実施できていない．そのた

め，これらの点を踏まえ，今後は UIの改善を図り，

教員の指導を必要とせずとも，利用者である児童が

独力で食育活動に取り組むことができる環境を構築

することを目指す必要がある． 
 

4. おわりに 
本研究では、児童の食育を支援するアプリケーシ

ョンを開発した。アンケート結果からは、児童に本

アプリケーションを楽しんで使用してもらえた一方

で、給食時間が短くなり完食率が下がってしまうと

いう新たな問題点が明らかになった。そのため，UI
デザインの向上などさらなる改善の余地があると考

える． 
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